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書
評
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か、
と
い
う
声
を
今
日
屡
々
耳
に
す

る 。
外
国
で
は
書
評
の
方
法
に
つ
い
て
の
成
書
も
あ
る
と
か。
以
下
は
同
じ

悩
み
を
持
つ
者
の
拙
い
所
為
と
お
許
し
い
た
だ
き
た
い 。

今
を
去
る二
十
七
年
前 、
春日
政
治
博
士は 、
国
語
資
料と
し
て
の
訓
点の

価
値
の
大
な
るこ
と
を
論じ
て 、
それ
が
国
語の
音
韻の
芳 ~
遷・
語
支の
歴
史

的
観
察・
語
法に
お
け
る 、
古
格・
時
代
的
変
遷 、
文
体
史の
考
察に
資
すべ

き
好
資
料で
あ
り 、
さ
らに
諸
訓
点に
残さ
れ
た
資
料
を
検
討し
て
時代づ
け 、

系
統づ
け
るこ
と
が
将
来
行わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
領
域で
あ
るこ
と
を
字

音
表
記に
関し
て
説か
れ
た 。
こ
の
高
説に
は
平
安
初
期
を
主
と
す
る
豊
富
な

訓
点
資
料が
駆
使さ
れ
て
お
り 、
それ
ら
の
個々
の
紹
介
も
別に
され
た
が 、

か
の
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
士口
点の
国
語
学
的
研
究」
の
名
著は
そ
れ

ら
の
頂
点で
あ
り 、

爾
後の
訓
読
語
研
究の
指
針と
なっ
てい
るニ
と
は
広
く

人
の
知る
所
で
あ
る 。

近
刊の
「
訓
点
語の
研
究」
の
著者
大
坪
併
治
氏は 、
昭
和
九
年秋の
右の

講
演に
お
け
る
聴
者の
一
員で
あっ
た 。
氏は
翌
年
七
月
「
都
曽
訓
義
考」 、

九
月
「
禁止
表
現
法
史」
の
好
論
文
を
手
始め
に 、
主
と
し
て
平
安
初
期か
ら

中
期の
石
山
寺
蔵
本を
中
心と
す
る
訓
点
資
料
の
紹
介
を
鋭
意
進め
ら
れ
て
来

た 。
そ
れ
ら
の
論
文
(
未
発
表
第
叩
策 。
発
表
年
時
と
誌
名
と
を
本
稿
の
最
後

に
示
し
た。
木
蓄
に
は
出
版
事
情
か
ら
そ
れ
を
欠
く
の
で 、
こ
の
よ
う
な
形
に

、、'EE・J，/

 

規

林

芳

し
て
お
〈
と
と
も
意
味
が
あ
る
と
思
う)
約
三
十
篇
を 、
第一
部
(
表
記
法
2

篇・
音
韻
と
仮
名
遣
3
篤・
文
法
4
篤・
特
殊
な
漢
字
の
訓
法
3
篇
・

語
業
6

第) 、
第二
部
(十
種の
訓
点
資
料の
紹
介)
に
類
別し
て
集め
ら
れ
た
の
が

本
書で
あ
る 。
著
者
半
生の
訓
点研
究の
結
集で
あ
る
とい
え
る 。
訓
点
研
究

に
お
け
る
学
問以
前の
煩
雑
な
努
力ゃ 、
研
究の
陰に
隠
れ
た
困
難
な
事
情
を

思
う
と
き 、
こ
の
よ
う
な
大
著
を
成
さ
れ
た
著者
の
労に
対し
て
深い
敬
意
を

表
す
る
もの
で
あ
る 。

凡
そ 、
訓
点
研
究
全
国
語
史
研
究に
役
立
て
る
とい
うと
き 、
狭
広二つ
の

立
場が
考
え
ら
れ
る 。
一
は
訓
点
研
究は
常に
従で
あっ
て 、
主
目
的は
訓
点

と
は
別
な(
こ
の
よ
う
な
表
現
は
比
織
的
で
あ
る
が 、
二
者
を
別
に
考
え
よ
う
と

す
る
立
場
をこ
う
見る)
国
語
史に
あ
る 。
あ
た
か
も 、
万
葉
集の
訓
釈に 、
訓

点
資
料に
残
る
語
葉を
活用
し
た
り 、
国
語
音
韻
史
考
察に 、
転
写を
経
た
仮

名
文の
不
醇
な
資
料
より
も書
写
当
時の
第一
次
資
料た
る
訓
点資
料
を
もっ

て
す
る 、
ま
た
は
平
安
初
期か
ら
中
期に
か
け
て
の
従来の
資
料で
は
空
白
で

あっ
た
文
法・
文体に
関
する
項
目
を
埋め
る 、
とい
う

立
場で
あ
る 。
第二

*
ー

の
立
場に
お
い
て
は 、
訓
読
語
が 、
文
語の一
種と
し
て
過
去に
お
け
る
日
本

語
表
現に
重
要
な
定
位
置
を
占め
て
来た
事
実 、
し
か
し
な
が
ら 、
本
質
的に

は
漢
籍・
仏
典
な
ど
の
漢
文の
性格
や
学
問
形
態
等に
制
約
され
てい
る
とい

う
特殊
性
を
思
う
と
き 、
訓
読
語その
もの
の
研究
(た
と
え
ば
体
系
的 、
通
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時
的)

が
、

あ
る 。(

本
l)

訓
占…
語
は
訓
占…
資
料
の
言
語
の
意
で
あ
る
が 、
漢
文
訓
読
語
は
訓
点
資
料

に
限
ら
ず 、

和
文
中
に
引
用
さ
れ
た
そ
れ
も 、
古
辞
書
・

音
義
の
古
訓

も 、
ま
た
変
体
漢
文
な
ど
の
言
語
も
含
ま
れ
る
の
で 、
訓
点
語
と
い
う
名

称
は
そ
の
資
料
を一
部
に
局
限
し
た
か
の
誤
解
を
招
く
か
ら、
「
訓
読垣間」

を
称
す
る
と
い
う
築
島
裕
氏
の
考
え
に
拠
る 。
ま
た
「
訓
点
語」
と
い
う

名
称
に
は
第一
の
立
場
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
る 。

春日
博
士
が
国
語
資
料とし
て
の
訓点の
位
置
を
説か
れた
根
抵に
は 、
訓
点

研
究
を
第一
の
立
場か
ら
見る
考え
方が
強かっ
た
よ
うに

思
わ
れ
る 。
本
書

「
訓
点
語の
研
究」
に
お
け
る
目
的
も 、
「
新
しい
資
料に
よっ
て
国
語
史の

空
白
を
補ひ」
(序)
と
言
わ
れ
る
よ
うに 、
同じ
く
第一
の
立
場に
よっ
て

い
る 。
そ
の
意
味に
お
い
て 、
第一
部の
諸論
が
語
る
よ
うに

大
き
な
成
果
を

「
国
語
史」
に
もた
ら
し
た 。

第一
に 、
国
語
音
韻
史に 、
幾つ
か
の
新
しい
事
実
を
加
え 、
用
例を
補っ

た
こ
と
で
あ
る 。
州
諸
頭の
「
オ」
と
「ヲ」
と
の
仮
名
遣を
誤
り 、
ワ
行の

「ヱ」
をハ
行の
「へ」
に
誤
る
事は 、
か
の一
O
O一一
(長
保
四)
年
加
点

の
石
山
寺
本
法
華
義
疏に
よっ
て 、
大
矢
博
士の
「
仮
名
追
及
仮名
字
体沿
革

史
料」
以
来
夙に
知
る
所
で
あ
る 。
こ
の
資
料に
は
他に
「
サハ
カ
シ
カ
ラ

ム

ヌ」
やハ
行
転
呼
音
「カ
ヲ」
な
ど
よ
く
指
摘さ
れ 、
仮
名
遣
研
究
史
上
重
要

視
さ
れ
て
きた 、
が
同
時に一
O
O二
年
が
大
き
な
断
層
と
なっ
て 、
こ
れ
ら

の
誤は
それ
以
上
湖り
え
ない
か
の
ご
と
き
感
を
与
え
ら
れ
た
向
も
あっ
た 。

本
書
「
音
韻と
仮
名
遣」
の「ア・ハ・
ャ・
ワ
四
行の
混同」
の
諸
例は 、
個
別

的に
は
誤
用が
よ
り

早い
こ
と
を 」不し
た 。
即
ち 、
語
頭の「ヲ」
「オ」
混
同

例と
し
て
沿
革
史
料で
示
され
た
八
八
二
(元
度
七)
年
加
点の
地
蔵
十
輪
経

企

の
「
暗オ
ク
ラ
シ」
は
今ま
で
疑わ
れ
て
い
た
が 、
も
う一

例
が
補
加
さ
れ
た 。

つ
ま
り
その
ま
ま
国
語
史の一
分
野た
りう
る
とい
う

考
え
方で

こ
れに
よっ
て
少
く
と
も 、
聖
語
蔵輩口
薩
善
戒
経
古
点
「
駈

Z」
(古
訓
点の

研
究)
、
「
法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点
(
淳
祐
八
九
O
!
九
五
三
加
点)
「
演
ヲ
(
ツ)
レ
ド
モ
」

(
日
本
語
の
歴
史一
一
ニ
ペ
)

や
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
古
点
の
誤
用
二

十
例とい
う

本
書の
指
摘と
併せ
て 、
一
O
O二
年以
前に
湖っ
て
更に
混
用

例
を
見
出し
う
る
可
能性
が
強
く
なっ
た 。
「ヱ」
を
「へ」
に
誤
るこ
と
も

法
華
経
玄
賛
平
安
中
期
点の
「
由
ユ
へ」

(「
日
本
語
の
歴
史」
二
七
ぺ
に
も
指

摘)
に
よっ
て一
O
O二
年
以
前に
湖り
う
る
こ
とに
なっ
た 。
同こ
れに
関

連し
て 、
従
来
歴
史
的
仮
名
遣で
「ヱ」
と
され
た
「
机」
は
平
安
初・
中
期

の
「
案
ツ
タエ

(
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点)」
「
案 、
γ
支江
(
法
華
義
疏
紙
背

訓
こ
に
よっ
て 、
本
来は
ヤ
行の
「エ」
で
あっ
て 、
歴
史
的
仮
名
遣の
所
拠

と
なっ
た
和
名
抄の
「
都
久
恵」
が
む
し
ろ 、
「エ」
を「ヱ」
に
誤用
さ
れ
た

もの
と
さ
れ
たこ
と
は 、
池
上
禎
造
氏の
「スハ
エ
(新
撰
字
鏡)・
スハ
ヱ

(興
福
寺
本
軍
異
記
こ
や 、
従
来
知
ら
れ
た
九
四
三
(天
慶
六)
年の
日
本

紀
寛
宴
和
歌
の
それ
と
相
補う
こ
とに
な
る 。
制
上
代
特
殊
仮名
遣の
ア
行の

づ7」
と
ヤ
行の
「エ」
の
混
用の
疑
例を
八
五
八
(
天
安二)
年の
大
智
度

論に
指
摘さ
れ
た
の
も
新し
い
事で
あ
る 。
た
だ
し
従
来
知ら
れ
た
承
平
頃の

混
乱
例ま
で
は
後
続の
諸
点
本に
混
乱の
確
例
が
ない
点に
疑
が
残
る 。
判

「ヰ」
と
「イ」
と
の、混
同
を九
O
九
(延
喜
九)
年
点の
蘇
悉
地
濁
羅
経に

指
摘さ
れ
た
点で
は
新しい
事
柄で
あろ
う 。
し
か
し
すべ
て
ヲコ
ト

点に
よ

る
もの
ば
か
り
で
為
る 。
私
も十
年
前
遠
藤
博
士の
好
意で
調
査し
た
折か
ら

気には
か
かっ
て
い
る
が 、
仮
名に
お
け
る
誤
り
と
同
様に
扱うこ
と
に
やは

り
跨
臨時
を
覚
え
て
い
る 。
青
駅間
書
屋
本
土
左日
記に
おけ
る
池
田
博
士
の
原本

再
建の
方
法は
可
能
性の
い
くつ
か
を
示
され
た
の
で
あっ
て 、
諸
本と
も
そ

ろ
っ
て
後
改
の
疑
も
存
す
る
(
小
林
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
」

国
語
学斜)
か
ら
彼の
例
もま
た
確か
で
は
な
く 、
やは
り確か
さ
と
い
う

点
119 



で
は
平
安
後
期ま
で
下が
ると
思
う 。

「ヒ」
と
「イ」
と
の
混
乱
例が一
一

OO
年
頃
以
後に
し
か
見
付か
ら
ない
の
も
併せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

こ
の
仮
名
遣の
項に
お
け
る
説
明の
方
法は 、
各
項
目
を
細
分して 、
「
H

ア
列に
関
す
る
もの 、
ハ
↑|ψワ 。

伺
オ
列に
関
する
もの 、
ωホ
↑↓ヲ 、

削オ
↑↓ヲ 。

同エ
列に
関
する
もの 、
ω、y
↑↓エ 、

ωエ
↑↓ヱ 、

ωへ

↑↓ヱ 、
削へ
↑↓エ 。

同
イ
列に
関
する
もの 、
ωイ
↑↓
ヰ 、
ω

Elv

ヰ 、
ωイ
↑↓ヒ 。

同
ウ
列に
関
する
もの 、
ウ
↑↓フ 。」
と
し 、
今まで
転

呼
音 、
ア
行・
ワ
行
混
同
など
と
概
括
的に
述べ
た
の
をよ
り

詳し
く
分け
て

い
る 。
かつ
各
項
目
別に
従
来
指
摘
さ
れ
た
例に 、
新しい
例を
補
加し
て
豊

富
な
仮
名
遣
誤用
例
集
を
な
し
て
い
る
か
ら 、
今
後こ
の
問
題に
触
れ
る
者に

*
2

 

は
極め
て
便
利で
あ
る 。
項
末の
年
表
を
「日
本
語の
歴
史」
の
そ
れに
併せ

ると
又
有
益
で
あ
ろ
う 。

(
$
2)

 

と
の
項
の
用
例に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
誤
植
等
が
自
に
つ
い
た。

制
項
目
の
所
属
の
異
様
な
も
の。
「
エ

↑↓
ヱ」
の
項
の
「
苗 、

奈
恵」

六七
ぺ
は
「
ωへ
↑↓
ヱ」
の
例
で
あ
ろ
う 。
「
多
愛
ぬ」
完
ペ
は
「
ω
タ

↓
エ」
の
例 。
「
イ

み|ヰ」
の
項
の「
蔽
ツ
ヰ
エ
タ
ラ
ム」
七二
ベ
は
「
ω

ヒ

み|↓
ヰ」
の
例
で
あ
る 。
山川
仮
名
遣
と
は
無
関
係
だ
が 、
「
選
(
ば)
レ

7
イ
リ
キ
7
シ
(
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
点)」
七二
ぺ
は
意
味
を
な
さ
な

い 。
と
れ
は
複
製
本
に
よ
る
と 、
「
選
レ
入
7
イ
リ
キ 、」
で
読
点
が
あ

り 、
「
マ
シ」
は
次
の
行
の
「々
(
入)
時
は」
の
傍
訓
の、
「
マ
(
ゐ)

シ
」
で
あ
り 、
問
題
と
す
る
「
ゐ」
の
省
記
例
で
あ
る 。
左
訓
「
レ
シ
ト

キ
ニ
」
と
あ
る 。
(
送
稿
後
著
者
か
ら
恵
与
さ
れ
た
正
誤
表
に
よ
れ
ば 、
右

の
「
蔽
ツ
ヰ
エ
タ
ラ
ム
」
を
訂
正
さ
れ
た。
他
の
誤
植
は
正
誤
表
参
照)

附
サ
行イ
音
便は
カ
行よ
り

発
達
がお
そ
く 、

従
来
法華
義
疏
長
保
点の
「
著

シ
ル
イ
テ」
な
ど
が 司
早い
もの
と
さ
れ
た
(国
語
学
要
説) 。
本
舎で
は
平
安

中
期の
中
頃
まで
測っ
て 、
石
山
寺
本
守
護
国
界士一
陀
羅
尼
経
白
点
第一
・

六

施 、
興
聖
寺
本
大
唐
西
域記
巻
十二
古
点
(と
もに
加
点
年
代
不
明)
か
ら
指

摘さ
れ
た
こ
とは 、
付
助
動
詞
「べ
し」
の
迷
体
形の
イ
音
便
「ぺ
い」
を
石

山
寺本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
白
点一
一将 、
朱
点一
一種に
指
摘
さ
れたの
と
共

に 、
立日
韻
史の
新しい
事
実で
ゐ
り 、
ま
たこ
れに
よっ
て
転
写
本で
ある
が

ゆ
えに
疑
わ
れて
い
た
和
文の
「か
たかべ
い
事・
お
ぼ
し
めい
て」
(字
津

保
物
語)
等が
成
立
当時の
言
葉
を
伝えて
い
る
と
見るこ
と
もで
き
る
よ
う

に
なっ
た 。

こ
の
「二
つ
の
イ
音
便」
の
説明
もま
た 、
項
目
を
細
分し 、
そ
れ
ぞれに

豊
富
な
用
例
を
補
加し
て
い
る 。
平
安
初
期の
イ
音
便は
中田
博
士
「
古
点
本

の
国
語
学
的
研
究」
会一回
ペ
に
詳しい
が 、
こ
れ
は
中
期・
後
期に
詳しい 。

的
母
音の
o
とu
と
の
相
通につ
い
て
は 、
国
語血目
韻史で
上
代
文
献の
や
中

世の
は
説か
れ
て
来た
が 、
訓
点
資
料に
よっ
て 、
し
た
がっ
て
平
安
時代の

相
通
を
総
合
的に
指
摘
され
た
の
も(個
別
的に
は
あっ
た 。
「ヵ
ゾ
フ
と
カ
ズ

フ」
な
ど)
本
書の
新
事で
あ
る 。
問
題を7
行に
限
ら
れ
た
が 、
豊
富
な
用

例は 、
今
後の
有
用
な
解
釈
を
導
くで
あろ
うし 、

他
行の
それ
と
併せ
て
諸

積の
問
題に
発
展
する
資
料と
な
る
で
あろ
う 。

次に
第二
に 、
文
法
史へ
幾っ
か
を
寄
与し
たこ
と
が
挙げ
ら
れ
る 。
「
文

法」
の
項の
四
篇
「
平
安
初
期の
訓
点
語に
伝へ
ら
れ
た
上

代の
文
法」
「
訓

点
語の
禁止
表
現
法」
「ト
イ
フハ・
ト

イハ・
トハ

に
つ
い
て」
「
蹴の
古
活

用」
お
よ
び
「語
奨」
の
中の
「
訓
点
語の
敬
一治」
「
訓
点
語の
擬
声
語」
「不

有の
古
訓」
は 、
そ
れ
ぞ
れ
械の
関
係は
薄い
が 、
文
法
史へ
の
寄
与と
い
う

志
味で
共
通し
た
内
容で
あろ
う 。

「
蹴の
古
活
用」
は
音
何お
よ
び
活
用
等に
幾
た
の
問
題の
ある
「
蹴」
に

つ
い
て 、
平
安
初・
中
期の
訓
点
資
料か
ら「コ
エ」
(
連
用)
「コ
ユ
る」
(
連

休
形)
を
従
来
知
ら
れ
た
「?
リコ
ユ
(和
名
抄
こ
に
加
え
て 、
ヤ
行下
二
段
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で
あっ
た
こ
と
を
確か
に
し
た 。
こ
の
事
実は
浜田
敦
氏
説
(「
蹴る」
と「
越

ゆ」)
に
大
き
く

響い
て
く
る
(三一Cぺ) 。
そ
れに
し
て
も
ま
だ
幾つ
か
の
間
題

が
残
る 。
院
政
時
代の
「
化ル」
(ワ
行
下一
段 、
合
勧
音) 。
の
成
立 、
「
化

ル」
と
「コ
ユ」
と
の
関
係 、
上
代の
「
倶
検
簸
羅々
箇
須
(
神
代
紀
訓
注)」

「
久
恵
(
興
福
寺
本日
本
電
異
記)」
の
音
価と
活
用な
ど
で
あ
る 。
最
後の

問
題に
つ
い
て
は 、
大
坪
氏が
院
政
時
代の
合
倣
音の
「
化ル」
と
結び
つ
け

る
と
見る
こ
と
に
反
対
さ
れ
たの
に 、
私
も
合
仙翌日の
表
記
出入の
上か
ら
同
調

す
る 。
平
安
時
代
初
中
期に
は 、
平
仮
名
文で
も
訓
点
資
料で
も
合
働品目は
漢

字
表
記の
み
で 、
仮
名に
よ
る
表
記は
後
世の
表
記
様
式だ
か
ら
で
あ
る
(
前

掲
「平
安
時
代の
平
仮
名
文の
表
記
様
式」) 。
和
名
抄の
訓
注に
つ
い
て
も
悶

趣の
こ
と
を
高
羽五
郎
氏
が
指
摘
さ
れて
い
る
(金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
文

学
篤6) 。
き
す
れば 、
よ
り

古い
時
代に
合
働
音
を
仮
名一一
字で
表
記し
た

と
見るこ
と
は
事
実に
遠
ざ
か
るか
らで
あ
る 。

「
卜

イ
フハ・
ト

イハ
・
卜ハ

に
つ
い
て」
は 、
「
ト

イハ」
が
古
代の
助

詞
「
イ」
に
基づ
く
複
合
語で
あ
る
と
の
説
を
否
定し 、
「ト
イフハ」
の
促

音
便
無
表
記
で
あ
るこ
と
を
力
説さ
れ
た 。
文
法
的に
は
「
ト

イハ」
が
主
語

や
連
用
修
飾
語
を
受け
て
述
語と
な
るこ
と
を
論拠
と
さ
れ
た 。
「
ト

イハ」

の
古
例は
中田
博
士
指
摘の
八
八
五
(
仁
和
元)
年
加
点の
金
剛
般
若
経
賛
述

で
あ
る
が 、
促
音
便
と
する
と 、
川こ
れ
がハ
行
促
音
便の
早い
時
期の
孤
例

で
あ
るこ
と 、
お
よ
び
何
百
法
顕
幽
抄の
「
イシ」
「ト
イシ」
に
つ
い
て 、

「
イ」
の
複
合
語
を
否
定する
に
急で
は
あ
る
が 、
遂に
「
イシ」
の
性格
が

解
明さ
れ
な
かっ
た
二
点に 、
こ
の
問
題が
ま
だ
孫
着して
い
なレ
こ
と
を
物

語
る 。
「
脚
結
抄」
の
い
わ
ゆ
る
「五つ
の
と」
(ト
イ
7 、
トス
ル
等の
用
言

を
含
む
用
法)
は
万
葉
集に
もい
くつ
か
例
が
あ
り 、

奈
良
朝
文
法
山人で
は 、

川
「こ
の
期に
於い
て
は「と」
の
用
例に
後
世に
稀な
る
例
あ
り 、

即「と」

訓読語研 究 史 か ら 見た「司iI点 語 の 研 究」

に
て
示
し
たる
目
標の
ま
まに
て
下に
そ
れに
対
する
用
言を
省
きたる
もの

な
り

(=一回一一ベ
こ
や
何
「
事
実の
存否は
とに
か
く
胸
中に
思
惟
する
目
的
又

は
状
態
を
も
目
標と
して
補
填
す
る
時に
使
用
す 。
而こ
の
際に
は
必
完
全な

る
体
を
具せ
る
文か
若
く
は
完
全体な
る
もの
の
省
略
な
る
もの
に
限
りて

「
と」
以
下は 、
文の
関
係は
形
態上
呼応
する
もの
な
き
な
り

(=一回一ぺ
こ

と
し
て
それ
ぞ
れ
例
を
示
さ
れてい
る 。
例の
場
合は
結
果と
して 、
「と」

が
完
全
体
(ま
た
は
その
省
略
体)
の
主
語
や
連
用
語
を
受
け
る
よ
う
に
見え

るこ
と
に
な
る 。
「
ト

イハ」
の
「卜」
が
引
用
句を
承け
る
場
合で
あ
る
こ

と
も
類
似
す
る 。
又
後
世の
移
点
本で
は
あ
る
が
明詮
導
本の
因
明入
正
理
論

疏に
「ト
イハ」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
(小
林
「助
詞イ
の
残
存
|平

安
時
代

の
使
用
者
と
用
法
|」

東
洋
大学
紀
要目)
こ
と
も
併せ
て 、
促
脅
使
説よ
り

も
複
合
助
詞
説
を
私は
捨て
か
ね
てい
る 。
(こ
の
問
題
は
今こ
こ
で
詳し
く

論
ず
る
逗
が
な
い
が 、
上
代
語
の
「
と」
と
訓
点
の
「
と」
お
よ
び
そ
の
構
成

語
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
所
存
で
あ
る 。)

「
平
安
初
期の
訓
点
語に
伝へ
ら
れ
た
上
代の
文
法」
は
助
詞の
「
イ」

「ス
ラ
と
ダニ」
「7
デ-
こ 、
「
接続
助
詞パ
を
持た
ない
篠
定の
順
態
条
件

句」 、
助
動
詞の
「シ
ム」
「ユ・
ラユ」
「7
シ」 、
接
尾
語の
「
ミ」

「
ク・

ラ
ク」
の
九
項
目に
つ
い
て 、
平
安
初
期の
用
法
を
詳
述し
てこ
の
時
期の
空

白を
埋め
よ
うと
さ
れ
た 。
「
イ」
「ク」
「シ
ム」
ぱ
ど
今
ま
で
も
先
学に
よ

り
折ご
と
に
論じ
ら
れ
た
もの
で
は
ある
が 、
新しい
意
図の
もと
に
活用し

て
い
る 。
特に 、
己
然
形
が
接
続
助
詞パ
を
添え
ずに
確
定
条
件を
示
す
用
法

は
従
来
奈
良
時
代の
語
法と
さ
れ 、
独り
訓
点に
は
「
何
為ナン
ス
レ
ゾ」
の

形と
して
後
世
残
存し
たと
考え
ら
れて
来た
が 、
こ
の
語
以
外に
も
平
安
初

期に
は
残っ
て
レ
るこ
と
を
磁か
め
ら
れ
たこ
と
は
新
事
実で 、
こ
れ
で
円以
勝

王
経
古
点に
お
い
て
春日
博
士
の
疑
も
証
明さ
れ
た
こ
と
に
な
る 。
た
だ
し
引
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用
例
多
く
は
ヲコ
ト

点
か
、

ヲコ
ト

点
と
仮
名と
に
よ
る
訓
で
あ
る
か
ら 、

訓

点
の
実
用
性
か
ら
見
て
「
ば
」
の
省
記
例
か
の
疑
が
残
り
、
(
仮
名
例
「
ア
レ
カ
」

の
一
の
み)

更
に
仮
名
書
例
を
二
例
三
例
と
加
え
た
レ 。

制
な
お-」
の
項
で
は

論
じ
て
い
な
い
が 、

接
続
助
詞
「
に
」
「
を」
「
つ
つ
」

な
ど
を
訓
点
語
に
示
さ

れ
た
の
も
新しい
こ
と
で
あ
る 。

「い
は
ゆ
る
主
格
助
詞の
イ」
は
従
来
論
拠と
さ
れ
た
一 a
イ」
の
問
題
例を

一再び
詳し
く
示し 、
更に
格
助
詞と
重ね
用い
ら
れ
て
い
て
主
格
助
詞と
見
ら

れ
ない
新
例
を(
七)(八)
と
補
充
さ
れ
た
上で 、「
上
代の
文
献に
少
数な
が

ら
イ
を
主
語
以
外に
用
ゐ
た
例
が
ある
の
は 、
イ
が
主
語
助
詞で
な
かっ
た
古

代の
用
法
を
憎め
た
もの
と
見る
こ
と
が
で
きる 。
そし
て(芳云 、
番号略}
係

助
詞ソ・
副
助
詞シ
が
そ
れ
ぞ
れ
代
名
詞の
ソ・
シ
と
語
源
を
同
じく
す
る
や

うに 、
イ
も
古
代の
代
名
詞
イか
ら
出て 、
先
行
語
を
指
示
し
強
調す
る 、
係

助
詞ま
た
は
副
助
詞
的
性
質を
持っ
て
ゐ
たと
考へ
ら
れ
る」
と 、
同じ
よ
う

に 、
z円
び
説
か
れ
た 。
(
肘
の
「一
利
那
い
の
頃」
を
認
め
ら
れ
る
な
ら
副
助

詞
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う 。
こ
の
例
は
小
林
は
「
の
い」
で
な
く

「
い
の」
で
あ

ろ
う
こ
と
を
理
由
づ
け
た
つ
も
り
だ
っ
た
が 、
こ
こ
で
は
そ
の
断
り
が
な
い
の

は
如
何
で
あ
ろ
う 。)
し
か
し 、
訓
点
語
で
は
主
語に
用い
ら
れ
るこ
と
が
多

く、
「
平
安
初
期
の
訓
点
語
で

九
十
八
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
が

主
語
に
つ
き、

そ

れ
以
後の
もの
は 、
全部
が
主
語
(
提
示
語
を
含む)
に
つ
く
もの
ば
か
り
で

あ
る 。」
(
平
安
中
期
以
後
で
も
主
語
に
つ
か
な
い
イ
の
例
も
あ
る 。
前
掲
「
助

詞
イ
の
残
存
|

平
安
時
代
の
使
用
者
と
用
法
l」)
と
し 、
「
イ
も
本
来
の
指
示

強
調の
係
助
詞ま
た
は
副
助
詞 、
あ
るい
は
間
投
助
詞
的
用
法か
ら 、
主
格
表

示の
用
法
を
派
生し 、
奈
良
時
代か
ら
平
安
初
期が
丁
度その
過
渡
期に
当っ

て
ゐ
た 。
だ
か
らこ
の
時
期の
イ
は 、
新
旧
両
者
の
用
法を
合せ
持っ
て
ゐ

た 。
と
こ
ろ
が 、
そ
れ
以
後の
もの
は 、
時
代
が
下るに
つ
れ 、
イの
使
用
が

一
氏
へ
、

そ
の
原
誌
が
忘
れ
ら
れ
て、

主
格
表
示
の
用
法
だ
け
が
残
存
し
た
」

と

惟
定
さ
れ
てい
ろ
の
はイ
の
用
法
をt
く
諮
る
もの
で
あろ
う 。

他
の
盗聞
も、

上
代
の
活
全
伝
え
な
が
ら、

か
つ

平
安
時
代
の
新
し
レ
用
法
を

も
生
じ
た
例
(
た
と
え
ば
「
7
シ
」

が
疑
問
語
と
共
に
用
い
ら
れ
て
遅
疑
途
巡

す
る
意)
を
指
摘し
た
上で 、
「
初
期
訓
点
語に
あっ
ては 、
口
語
性
が
古
語

性に
勝っ
て
ゐ
た
もの
と
考え 、
上記
の
文
法
的
事
実
も 、
訓
点語の
特
殊
事

情に
よっ
て
上
代の
古語
を
伝へ
た
もの
と
見る
よ
り
は 、
むし
ろ 、
訓
点語

の
基
盤と
なっ
た口
語そ
の
もの
の
反
映
と
解
すべ
きで
あ
ら
う
と
思ふ 。
か

く
考へ
るこ
とに
よっ
て 、
初め
て
本
舎が
国
語
史の
空
白
を
補ふ
資
料
と
し

て
役
立つ
は
ずで
ある」
と
結ん
でい
る 。
こ
の
結
論は
「
訓
点語の
性
格」

と
い
う

究
極
的問
題に
触
れ
た
もの
で
重
大
な
発
言で
ある 。
こ
の
よ
う
な
問

題は
「
訓
点語」
の
総
合
的
研
究の
成
果の
後に
論じ
られ
る
もの
で
あ
ろ

う 。
特に
私は
その
論述の
過
程に
おい
て
異
見
が
あ
る 。
第一
は 、
わ
ずか

九つ
の
助
辞だ
け
で
論
ずべ
きで
は
なレ
と
思
う 。

「
古
語
性」
につ
レ
て
は

春日
博
士
を
は
じ
め
折ご
とに
論及
さ
れ
た
問
題で
ある
が 、
近くは
築'
島
裕

氏
の
「
訓
点
語
の
古
語
的
性
格」
(
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十
六
日 、
東
大
国
語

国
文
学
会
研
究
発
表
会)
が
あ
り 、
そ
こ
で
は
語
種で
い
えば 、
助詞イ 、ス

ラ
な
ど
五
積 。
助
動
詞 、
接
尾
語ュ 、
ラユ 、
ク 、
-7
な
ど
八
種 、
接
続
詞カ

レ
な
ど
十
種、

副
-詞
ア
ニ
、

ハ
ナ
ハ
ダ
な
ど
二
十
六
種、

形
容
詞
ケ、

ミ
な
ど

八
種 、
動
詞
キ
タル
な
ど
五
十
五
種 、
代
名
詞
ナム
ダ
チ、

名
詞を
挙
げ
てい

る 。
こ
れ
らの
個々
につ
い
て
論証
さ
れ
なけ
れば
な
ら
ない
で
あろ
う 。
ま

た 、
逆に
奈
良
時
代に
あっ
て
訓
点に
ない
語
「メ
リ」

「へ」
な
ど
の
理
由

に
も
言
及
すべ
きで
ある 。
第二
に 、
訓
点で
は
音
韻
的
事
実と 、
語
集・
語

法と
は
切
り

離し
て
考
えるべ
きで
ある 。
音
韻
に
は
使
用
者・
時
代を
超
え

て
そ
の
折の
点
者の
発
音が 、
語
葉・語
法よ
り

積
極
的に
表
現
さ
れ
る
か
ら
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で
あ
る。
(
こ
の

点
で
訓
点
資
料
が
音
韻
史
に
大
き
く
寄
与
で
きた)
語
法
で

も 、
傍
訓と
補
説
話
と
は
又
別に
し
て
考
えるべ
きだ
と 、
私は
考え
る 。

(
そ
の
一

二
に
つ
い
て
は
折
ご
と
に
の
べ

て
き
た
)

第
三
に
、

山
田
本
妙
法
蓮

華
経
古
点に
幾
通り
もの
読み
方
を
併記
し
又
批
判を
加
え
てい
るこ
と
が 、

直ち
に
「
古
語
が
伝
承
さ
れ」
ない
こ
と
と
見る
の
は
や
や
飛
躍が
あ
ろ
う 。

一
歩
下っ
て
もこ
の
点
本は
「ハ
ベ
リ」

「ツ
ツ」
「ナ
ガ
ラ」
な
ど
が
あり 、

他の
初
期
点
本と
異な
る
面
が
あ
る 。
訓
点
資
料の
資
料
別
時
代
別
考
察と
併

せ
て 、
こ
れ
が
究
明は
今
後の
課
題で
あ
ろ
う 。

「
訓
点
語の
禁止
表
現」
は
春日
博
士
が
先
述
講
演で
論ぜ
ら
れ
た
「7

ナ」
を
中
心に 、
「コ
卜・

ナ」
が
比
較
的
古
く 、
「
ザレ 、
コ
ト・

ナ
カ
レ」

が
平
安
全
期に
あ
る
こ
と
を 、
豊
富な
例に
よっ
て
詳
論
さ
れ
た
もの
で
あ

る 。「コ
ト」と「7

ナ」
と
の
位
置につ
い
て「コ
ト・

7
ナ 。」
が一
般
的で 、

稀に
「7
ナ
lコ
ト」

ガ
あ
るこ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た 。
こ
の7
ナ
は
中
期

か
ら
院
政
期に
か
け
て
用い
ら
れ
「
訓
点
語と
い
ふ
特
殊
な
文
語に
限っ
て
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く 、
当
時一
般に
も
行は
れ
た
口
語だっ
た
の
で
は

ない
か」
と
い
わ
れ
る 。
し
か
し
私は
迷
う 。
7
ナ
は
平
安
中
後
期の
訓
点
資

料で
も 、
用い
ら
れ
方に
偏り
が
ある
か
らで
管
見に
よ
れ
ば
真
言
宗・
法
相

宗
関係の
点
本か
博
士
家で
も日
本
書
紀・
文
集な
ど
特
殊
な
もの
に
偏
す
る

か
らで
あ
る 。
(
小
林
「
漢
文
訓
読
史か
ら
見た
打
消の
訓
法」
文
学
論
深川口)

こ
れ
ら
は
果し
て
口
語が
偶と
こ
の
積の
点
本に
限っ
て
表わ
れ
た
と
すべ
き

なの
か 。
き
す
れ
ば
同
種の
例が
欲し
い 。
文
芸
作
品の
会
話
文に
用
例が
少

な
す
ぎ
る
の
も
気に
な
る
の
で
あ
る 。

「
語
集」
の
「
不
宵の
古
訓」
は
「
カヘ
ニ
ス」
が
古
く
動
詞の
連
用
形に

直
ちに
続
き 、
その
語
構
成は「カへ」+
打
消
「ぬ」
の
連
用
古
形
「に」
+

サ
変
動
詞で 、
「カへ」
は
動
詞
「アヘ
ズ」
の
転
批と 、
「カ
テヌ」
「カ
テ

1111 読 語 研 究史か ら 見 た 「富iI点 語の研究J

ニ
ス」
の
影
響に
よ
るこ
と
を
中
期ま
で
の
豊
富
な
例で
説か
れ
た 。
策
島
氏

も
同
線
な
見
解
を
ポ
さ
れ
て
お
り
(「
興
福
寺
蔵
大
将
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
吉
点」

東
大
教
養
学
都
人
文
科
学
紀
要
九) 、
院
政
以
後
鎌
倉
時
代の
例につ
い
て
も

同
様の
こ
と
が
い
え
る 。
(前
掲
「漢
文
訓
読
史か
ら
見た
打
消の
訓
法」 。

「
ガ
」

の
濁
音
例
は
猿
投
神
社
蔵
論
語
巻
三
康
安
三
年
点
の
裏
書
に
も
あ
る
)

「
訓
点
語の
敬
語」
は 、
平
安
初
期か
ら
中
期に
か
け
て
の
訓
点
資料の
敬

語、
尊
敬
語と
謙
譲
語と
を
品
詞
別に
豊
富に
例
示
し
て
その
使
用
状
況を
は

じ
め
て
概
括
的に
示
し
た 。
「ハ
ベ
リ

(
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点
こ
は
点
本

に
は
ない
と
さ
れてい
た
もの
で
あ
り 、

「
文
法
史」
と
し
て
も
平
安
初
期の

「ハ
ベ
リ」
の
締
例を
加
え
るこ
と
に
なっ
た 。

第三
に 、
訓
点
語
繋が
万
葉
集の
訓
釈に
役立つ
もの
で
あ
るこ
と
は
橋
本

博
士の
高
説が
あ
る 。
本
書の
「
語
集」
の
中の
三
篇
も
そ
うで
あ
る 。
「
う

つ
ら
うつ
ら
考」
は
万
葉
集
巻二
十 、
四
四
四
九の
「
宇
都
良
宇
都
良」
の
語

義の
二
説の
う
ち 、
代
匠
記
以
来
定
説と
なっ
た
感
の
あ
る
「ツ
クヅ
クの

意」
より
も 、
略
解の
「
顕
現・
顕
然」
の
意で
「
現
ら」
と
す
る
方
が
可
な

るこ
と
を 、
南
海
寄
帰
内
法
伝
宵
点の
「
験ウ
ツ
ラ」
に
拠っ
て
解
き
(土
左

日
記
に
も
言
及) 、
「い
くひ
さ
さ
考」
は
万
葉
集の
巻
四
・

六
六
六 、
巻
十

一
・

二
五
八
三
の
「
幾
久
毛」
の
諸
訓の
う
ち 、
「イ
クヒ
サ
サモ」
と
訓
む

こ
と
を
訓
点
資
料を
傍
証と
し
て
論ぜ
ら
れ 、
「
山
振」
は
万葉
集
等の
「
山

田蹴
(や
ま
ぶ
き
こ
の
訓が 、
確
実で
あ
る
こ
と
を 、
石
山
寺
本
稔
伽
師地
論

平
安
初
期
点の
「
揮フ
キ」
「
拍手
筋タ
チ
フ
キ」
に
よっ
て
説か
れ
た
もの
で

あ
る 。訓

点
資
料を
国
語
史
料と
し
て
役
立て
るに
は 、
ま
ず
その
ヲコ
卜

点・
仮

名
字
体の
解
説と
い
う

厄
介な
操
作が
前
提と
な
り 、
そ
れの
正
しい
解
読
が

必
須と
さ
れ
る
の
はい
う
ま
で
も
ない 。
特に
時
代が
籾る
ほ
ど
複
雑で
あ
る
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か
ら 、
本
書の
所
拠と
され
た
諸
資料の
解
読に
著者が
払っ
た
労は
敬
服に

価し
よ
う 。

又その
細
心の
注
意
は
第二
部の
諸
資
料の
紹
介の
各ヲコ
ト

点 、
仮
名
字
体の
記
述で
窺
え
よ
う 。
ヲコ
卜

点の
研
究は
早
く
吉
沢
博士に

始まり 、
春日
博士を
経て
中田
博士に
至っ
て
大成された
観が
ある 。
し

か
し
なお
問
題は
残されてい
る
。

本
書
第一
部
付
表
記
法に
収め
られ
た
二

篇は 、
新
事
実を
持っ
て
それら
を
補う
もの
で
ある 。「
仮名とヲコ
ト

点と

の
交
渉」
は
大乗掌
珍論
承和・
嘉
祥点 、
お
よび
大
乗広百
諭
釈
論
承和占…

の
中 、

二
子に
ヲコ
卜

点が
二
個
以
上
加
え
ら
れた
もの
の
中に 、
その
訓み

の
順
序を
示
す
数
字の
あるこ
と
を
発
見さ
れ
た

もの
で 、
併せて
表
記
上

「ヲコ
ト

点」
とい
う

方
法の
表記
能力の
限界に
ふ
れ 、
ヲコ
卜

点は
時
休

仮名の
不
備を
補うため
に
工
夫され
発
達した
ものの 、
略体
仮名とい
う

表記
手
段に
完
全に
代
行
す
るこ
と
が
で
き
ず 、
逆に
遂に
は
完
成した
片
仮

名に
その
位
置を
譲っ
て
ゆ
く

運命を
諮っ
てい
る 。
他の一
篇「反
点の
発

達」
は
初
期か
ら
中
期の
多
くの
点
本に
つ
レ
て
反
点の
種
類
や
整
理
し 、
発

達の
跡
を
精
査し
た
もの
で 、
春日
博
士が
「
訓
点
法の
符
号
化は
先づ
句
点

・
反
読
符な
ど
か
ら
始まっ
た
らしい」
(
初
期
点
法
例)

と
言わ
れ
た
こ
と

を 、
近
年発
見された「
華厳
刊
定記」
(中国
博士
も
既
説)
で
実証した
り

して 、
春
日
博
士が
極初
期の
事
状
解
明の
あと
を
補っ
てい
る
。

た
だ
し 、

「
R
U」
な
どの
特
殊
記
号は
「
数
字の
反
点に
次レ
で工
夫さ
れた」
と
し

「
数
字
を
記入
す
る
子
段
を
省
く
た
め」
と
い
うの
は 、
春日
博
士
が
天
平
勝

宝
六
年の
正
倉
院
文
書に
上
下の
文
字の
誤
写
を
正
す
「占」
「dv」
を
指
摘

され 、
「後の
訓
点の
反
読
符が
同
一

形で
あ
る
以
上
起
源
を
こ
こ
ま
で
考
え

て
妨
げ
な
レ
」
(
初
期
点
法
例)

と
さ
れ
た
こ
と
に
徴
す
る
に 、

数
字
の
反
点

との
先後
関係には
問
題が
残ろ
う 。

反上門…の
諸様
式の
鍬令
室
町時
代にお

ける
実状は 、
足利街
述氏
「
鎌倉
室
町時
代の
儒教」
に
詳述されて
あ

り 、
こ
れは
今日
の
訓
点
研
究で
補
訂さ
れ
る
点
も
ある
が 、
と
に
か
く
今
後

その
中
間の
実状が
解明されるこ
とに
よっ
て
反
点表記
稼
式史が
可
能と

なる 。第
一

部で
残る
「
特
殊な
淡
字の
訓法」
の
三
篇は 、
「
第
三
部」
の
各
資

料の
紹
介に
お
け
る
問
項
目の
中か
ら
「
都・
曽」
「
等女ゴ
ト

シ
と
読
む
場

合」
「
如の
訓二つ」
を
特に 、
取り
出し
た
感の
もの
で
あ
る 。
「
都・
曽
訓

義考(カツ
テ
と
よ
む
場合
こ
は
著者の
訓点研究の
段初の
業
絞で
あり 、

「
等をコ
ト

シ
と
読
む
場
合」
は 、
私が
かつ
て
中
期以
降の
訓
点に
お
け
る
副

助
詞ラの
用
法・
語
源を
説
き 、
「
等」
の
字を
介して
古〈
「ゴ
トシ」

の

訓か
ら
転じたと
見た
(「
訓
点
禁
法
史に
お
け
る
副
助
詞ラ」
国
語と
国
文

学
昭
和
三
十
三
年
十
一
月) 、
そ
れ
を
初
期
資
料 、
す
なわ
ち
古い
ゴ
トシ

の

方か
ら
見
ら
れ
用
法を
詳
細に
分
類さ
れた
もの
で
大いに
解
明され
旧
説を

補わ
れた 。
「知」
に
「イ7」
の
訓と
「タトへパ

ゴ
トン」

の
再読

訓の
存す
る
とい
うの
も
今
人の
知ら
な
かっ
た
もの
で
ある 。
(
小林
「再

読
字
の
成
立
|
漢
文
訓
読
史
上
の
一

問
題
」

国
語
学
問
)
。

た
だ
後
世
知
ら
れ

た
再
読
字とは
異なっ
た
様相を
もっ
てお
り 、
その
理
山の
究
明が
なされ

なければ
ならない 。

本
書の
所拠
資料とした
点本と
その
活用状況は
本
稿末に
掲げた
通り

で
あ
る
。

こ
れに
よ
ると
平

安初
期ではれ
点
(
各
頻用)
平
安
中
期げ
点

(内
頻
用7
点) 、
平
安
後
期口
点
(内
頻
用4
点) 、
院
政
期6
点 、
鎌
倉
時
代

以
後では
遊仙
窟の
真稿
寺本・
醍
醐寺本各一
回と
なっ
てい
る 。
本
書の

論
述の
重
点が
平
安初
期お
よ
び
中
期に
か
け
て
に
あ
るこ
と
を
知る 。
こ
れ

は
春
日
博
士
が
半
安
初
頭
期
か
ら
初
期
前
半
の
諸
資
料
の
解
説
・

紹
介
に
重
点

を
置か
れ
たの
を
受けて 、
或い
は
こ
れ
を
補い 、
或い
は
後
半
期
か
ら
中
期

に
か
けての
諸
資
料
を
主と
して
調
交
さ
れ
た
もの
で 、
斯
道
を
着
実に
歩ま
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れ
た
こ
と
を
物
語る 。
ち
な
み
に
築
島
氏に
よ
れ
ば
(「
訓
点
資
料
と
そ
の
取

扱
い

方」
国
語
と
国
文
学 、
昭
和
三
十
五
年
十
月) 、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
点

本
は 、
平
安
初
期四
十
九
点 、
中
期
七
十六
点 、
後
期三
百
点 、
院
政
期一
千

一
百
点と
い
う 。

本
書の
取
拠
点
本と
比
較
する
と
時
代が
降る
に
従っ
て
比

率が
低
く
な
る 。
し
か
し 、
こ
れ
は
単に
数
的な
見
地で 、
内容
的に
見る
と

量
や
資
料
価
値か
ら
見て
高
低
様々
で
あ
る 。
本
書の
平
安
初
期の
そ
れ
は
重

要
資
料を
取
扱っ
て
あ
り

残る
半
数
も
紹
介・
調
寄ーが
な
さ
れ
て
い
る
もの
も

あっ
て 、
論の
結
果に
影
響は
少
ない
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
中
期以
降に
な

る
と
事
情が
異
な
る 。
こ
のこ
と
は
著
者
も
断っ
てい
る
が 、
た
だ
そ
れ
が
本

書の
論
述
内容の
適
否に
影
響を
もっ
て
来る
点が
幾つ
か
ある 。
た
と
え
ば

「
助
詞
「
イ」
は
後
世は
主
語につ
く
もの
ば
か
り
で
ある
(一一一一ベ)」
「
接

尾
語
ミ

は
ナシ
につ
く
の
が
最
も
多
く 、
ス
ク
ナ
シ
がこ
れに
次
ぎ
他の
形容

詞は
ない
(一四回ペ)」
「
後
世は
曽に
ム
カ
γ
の
訓が
忘
れ
ら
れ
肯
定・
否
定

共に
カ
ツ
テ
を
用
ゐ
(ニ回=一ペ)」
「
点
本で
は
正
形の
ノ
タマ
クの
み
を
用
ゐ 、

新
語の
ノ
タ7
ハ
ス
や
卑
俗
感
を
伴ふ
ノ
タ
ウ
プ
は
用
ゐて
ゐ
ない(ニ九七ベ)」

等で
ある 。
「イ」
に
関し
て
は
前
述
し
た 。
不
空
回相
索
神
呪
心
経
寛
徳
点に

は
「
眼
を
痛、、、」
が
あ
る 。
(
と
の
点
に
関
し
て
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究

総
論
策
盃ぺ
多
照)「
曽」
を
後
世
も
「ム
カ
シ」
と
も
訓み
カ
ツ
テ
と

訓み
分

け
た
こ
と
は
群
書治
要
建
長
点に 、

訓読語研 究史 か ら 見 た 「司11 点 語 の 研 究」

不
義川
有
午
主ハ 、

未
曽ム
3
7
不スシハアヲレ
知
(
巻
こ

な
ど
存し
て
い
る 。
「ノ
タ
ウ
パ
ク」
は
漢
籍で
は
屡
E

用い
る 。
(
古
点
本
の

国
語
学
的
研
究
総
論
第一さでベ) 。
例
を
あ
げる
ま
で
も
ない 。

本
書に
漢
籍
を
用い
ない
の
は
主
対
象と
し
た
時
代に
漢
籍
点
本の
現
存
す

る
もの
が
少
ない
か
らで
も
あ
ろ
う

が 、
漢
籍と
仏
典と
の
訓
法
上の
相
違が

可
平
安
時
代に
も
存
する
こ
と
は 、
二
三
指
摘し
たこ
と
が
あ
り 、

仏
曲内
内で
も

訓法の
相
違が
あ
る 。
こ
こ
に
点本の
特
殊
性が
あ
り 、

訓
読
語
研
究が
単に

その
事
実だ
け
に
と
らわ
れ
ず 、
そ
れの
作
ら
れ
た
歴
史
的
社
会
的
関
係に
お

い
て
見るこ
と
が
要
請さ
れ
る
の
で
ある 。
「マ
ナ」
の
偏
在を
点
本の
種
類

か
ら
見るべ
きこ
と
を
述べ
たの
もこ
の
見地か
らで
あり 、
助
詞イ
も
平
安

中
期
以
降
用い
ら
れ
る
の
は
特
殊
な
資
料で
あ
り

天
台
宗や
博
士
家
点
本に
は

例
を
見ない
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れば
な
ら
ない 。
こ
の
よ
う
な
考
慮
を
な

しつ
つ
平
安
中
期以
降の
訓
読
語の
実状
を
明
らか
に
するこ
と
が
今
後の
大

き
な
課
題で
も
ある 。

本
書
「
第二
部」
の
資
料
解
説は 、
第一
部の
論
述の
主
要な
用
例
源と
な

っ
て
い
る 。
十
種の
点
本の
内
訳は
平
安
初
期六
点 、
中
期三
点 、
後
期一
点

(
既
述
の
取
拠
点
本
と
似
た
比
率)

で 、
最
初の
二
点を
除け
ば
皆
年
代
明記

か
加
点
者の
判
明
す
る
資
料で
ある 。
著
者に
は
外に
戦
後で
は 、
「
小
川
本

願
経
四
分
律
古
点
(
訓
点
語
と
訓
長
資
料
九
絹)」
「
石
山
寺
本
守
端技
国
界主
陀

羅
尼
経の
訓
点
(
国
語
国
文
昭
m
-
U)
」
「
石
山
寺
本
大
般

浬
祭
経の
訓
点

(
島
根
大
学
論
集
人
文
科
学
紀
要6)」
「
国
宝
南
海
寄
帰
内法
伝の
訓
点につ

い
て
(
島
狼
大
学
論
集
人
文
科
学紀
要5)」
な
ど
が
ある
が 、
本
書に
年
代

明
記の
もの
を
主と
さ
れ
た
の
は 、
紙
数の
関係
も
あ
ろ
う

が 、
ま
た
国
謡
史

に
寄
与
す
る
に
は
年
代
明
記
が
有
用で
ある
と
い
う

見
地が
窺
え
る 。
石
山
寺

蔵
本が
半数で 、
訓
点の
系
統で
い
えば 、
初
期
点
法1、
中田
博
士の
第一

群
点に
属
する
もの
2、
第三
群
点3 、
第五
群
点1、
第八
群
点の
石
山
内

供
浮
祐
所
用
点
3
で
あ
る
(
法
相
宗
の
第
二
群
点、

博
士
家
点
を
欠
く) 。
多

くは
従
来
知
ら
れ
てい
た
が 、
岩
淵
本
願経
四
分
律
古
点 、
石
山
寺
本
弁
中
辺

論
延
長
点の
二
種は
今
回
新た
に
紹
介
さ
れ
た
もの
で 、
その
他
山
田
本
妙
法

蓮
華
経
古
点お
よ
び
大
東
急記
念
文
庫
本
大
乗
広百
論
釈
論
承
和
点は
戦
後
発
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見
さ
れ
た 。
全
文
の
解
読
文
の
公
表
さ
れ
て
い
る
の
は 、
妙
法
蓮
華
経
古
点
が

著
者
お
よ
び
築
島
氏・
小
林
(
と
も
に
訓
点
語
と
訓
点
資
料
七
暢)
に 、
石
山

寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点
と
石
山
寺
本
法
華
義
疏
長
俣
点
と
は 、
中
田
博
士

(
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
訳
文
第)
に
あ
る 。

各
資
料
の
論
述
項
目
お
よ
び
順
序
は
別
表
の
よ
う

で
あ
る 。
「
特
殊
な
漢
字

の
訓
法」
「
文
法」
の
細
目
の
順
序
は
多
少
前
後
が
あ
る 。

国語仮特殊な漢字の訓法 ヱ臼己乙 漢仮ヲ書名遺 H字名コ誌
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能等如亦及・
#・
B-
並

約
(
ツ
キ
テ)

乃・
方

形
式
名
詞モ
ノ

代
名
詞
(
ココ
・
ソ
コ・
カ
レ

形
式
用
言ス

形
容
動
詞
(
カ
リ・
ナ
リ

活)

副
詞
(
カ
リ
テ・
ミ

ダ
リ
テ)

接
続
詞
(
カ
レ
・
ソ
ヱ
三

敬
譲
語

一
使
役
γ
ム

詞一
受
身ル
・
ラ
ユ
(
ラ
ル)

一
推
量ム・
ベ
シ

動一

7
シ・
ベ
ケ
ム

一
否
定
ズ・
ジ

助一

ザ
リ・
7
y

一
過
去
キ

一

ケ
リ

一
完
了
ツ・
ヌ・
タリ
・
リ

一
比況
ゴ
ト
シ

一
指
定
ナ
リ
・

タ
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一
格
助
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こ
格)

1
一
副
助
詞ノ
ミ・
7日アニ

以一

ダ
ニ
・
ス
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助
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モ・
ト

モ

一

-ア・
y-ア

一

ニ
・
ヲ

一

ツ
ツ
・
ナ
カ
ラ

一
並
立
助詞
卜
・

7
レ

一
間
投
助
詞
シ

文

一

O

一

O

O

一

O

一

0

0
0

一

0
0

0

0

一

0

0
0

0

一

0
0

0
0
0

0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

0
0
 

0
0
0
0
0

0
0
0
0
 

O
*
*

0

0

 

0
0
0
0
0

0
0
0
0
 

0
*
*
*

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0

0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
*
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0

0
0
0
0
 

0
0
0
0

0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
O
vT
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 

0
0
0
0

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

00 
00 0 

0 
0 
0 

00 
。

0 
0 
0 

00 
o 0 

0 
o 0 
o 0 
000 

126 



宝五

葉
接
喜I �
接| 詞

ク 喜i
ゴ 1

7 
ク

。

①
H

願
経
四
分
律
古
点、
②
H

妙
法
蓮
華
経
古
点、
③
H

大
乗
広
百
論
釈
論

承
和
点、
④
H

百
論
天
安
点、
①
H

金
剛
般
若
経
賛
述
仁
和
点、
⑥
H

蘇

悉
地
鶏
羅
経
略
疏
寛
平
点、
⑦
H

妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点、
③
H

弁
中
辺

論
延
長
点、
⑤
H

蘇
悉
地
潟
羅
経
略
疏
天
暦
点 、
⑮
H

法
華
義
疏
長
保
点

*
は
論
述
し
て
い
る
が
例
を一不
さ
ぬ
も
の。

訓 読 語研究史か ら 見 た 「訓点 語 の 研究」

こ
こ
に
と
ら
れ
た
説
明
方
法は 、
春日
博
士の
方
法と
同
じ
く 、
そ
れ
に
拠

っ
て
こ
れ
らの
訓
点
資
料の
諸
事
実
を
記
録し
た 。
こ
の
学の
現
状に
おレ
て

は
具
体
的な
点本に
よ
る
事
実の
記
述
的
研
究が
要
請さ
れ
るか
ら 、
「
第二

部」
がこ
こ
に
訓
読
語
研
究の
重
要な
磁
石
を
作っ
た
功
績は
大
な
る
もの
が

怠7G 。た
だ 、
目
を
転じ
て
「
訓
読
語
研
究」
とい
う

広
義の
立
場か
ら
見る
と 、

望
萄の
欲が
出て
く
る 。
以
下二 、
三
を
挙げ
て
み
る O

H
説
明
内容
の
項
目一
覧
を
見る
と 、
資
料に
よっ
て
言
及
さ
れ
ない
訓
法

・
語
法が
あ
る 。
こ
れ
は
資
料に
例
を
欠
く
もの
も
あ
ろ
うが
(*
印
は
著
者

が
そ
うい
わ
れ
た
もの) 、
必
ずし
も
そ
うば

か
り

で
ない 。
引
用
例や
全
文

訳
読
文に
見
出せ
る
か
ら
で
あ
る 。
「
特
殊な
る
漢
字の
訓
法」
や「
文
法」

の
細
項
目
を
春
日
博
士の
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点の
国
語
学
的
研

究」
研
究
篇の
内容
と
比べ
る
と 、
本
書に
な
く

研
究
篇に
論
及
さ
れ
た
もの

は
「
則」
「
錐」 、
名
詞
「
コ
ト 、
ヒ
ト 、
ト

牛 、
ト

コ
ロ」 、
動
詞
の
自
他 、
形

容
詞の
諸
問
題 、
語
の
接
続 、
文の
諸形
式な
ど
で 、
逆は
「
約
(ツ
キ
テ)

「
擬
(ス)」 、
主張問につ
く
「
を」 、
接
続
助
詞「に・
を」
など
で
あ
る 。
訓

読
語
研
究は
もと
の
漢
文に
制
約さ
れ
るか
らこ
の
外に
も
文
末
助
字 、
接
続

助
字な
ど
置
字の
訓
法ゃ 、
傍
訓と
補
読
語と
の
交
渉な
ど
訓
読
語記
述の
方

法に
お
い
て
問
題は
残さ
れ
てい
る 。

同
文
法
的
事
項の
説
明に
拠っ
た
著
者の
文
法
休
系
等につ
い
て 。
的
形容

動
詞の
カ
リ

活
用
(六九九・七六八ぺ)
は
今日
の
文
法
で
は
そ
の
説
を
聞か
な

い 。
ク-
ラ
ク
の
接
尾
語
説や
その
接
続に
も一
言
欲しい 。
な
お
訓
点
で

「ラ
ク」
が
四
段
動
詞に
付
くこ
とは
知
ら
れ
てい
る
が 、
その
理
由
が
「
接

続が
乱
れ
た
結
果で
あ
ら
う」

(七八六ベ)
と
レ
うの
は
粗い
観
察
で
あろ
う 。・

ラクノミ

私は
「
而
己」
の
訓に
固
定し
た
こ
と
に
その
理
由を
求め
た
が
如
何で
あ
ろ

う
か
(「
ら
く
の
み
・
ま
く
の
み
源
流
考」
文
学
論
藻
8) 。

例
格
助
詞
「
を」

が
主
語に
付
く

諸
例は 、
既に
格
助
詞で
は
な
く 、
間
投
助
詞で
あ
ろ
う 。

例

終
助
詞
「
ヨ」
(
g-一
ぺ)
(「
シ」
を
間
投
助
詞
と
す
る
な
ら
「
ヨ」
も
関
投
助

詞で
あ
ろ
う)
の
例
「
テヨ」
は
完
了
「ツ」
の
命
令形
で
は
ない
か 。
もし

二
段
活
用・
一
段
活
用の
命
令
形の
「よ」
を
助
詞と
認め
る
と
す
れば 、
こ

の
天
麿
点一
例だ
け
で
な
く 、

他の
点
本に
も
触れ
るべ
き
もの
が
あ
る 。
ま

た
伺
禁
止の
「7
ナ」
を
助
詞と
見る
(七六九ぺ)
論
拠が
ほ
しい 。
附
「ジ

は
終
止
形し
か
ない 、
点
本に
共、通し
た
現
象で
あ
る
(=一六八ぺ)」 、
とい
う

の
は
妙
法
華
蓮
経
古
点の=一九七・=一九八・=一九九
ペ
等の
「
能は
不な
り」
な
ど
を
ど

う
見る
か 。
妙
法
蓮
華
経
古
点
で
は
文
訟の
否
定の
項
を
欠
く 。

ωけ
連
体
形が

体
言
を
修
飾
する
際に
格
助
詞
「ノ」
を
介
する
例が
あ
る
と
断
定
さ
れ
た

(七
宝・六一五ぺ)
が 、
私は
疑
う 。
こ
れ
は
従
来の
文
法の
常
識
を
くつ
が
え

ナ
もの
で
あ
る 。
実
際に
平
安
時
代の
点
本の
連
体
形の
体
言
修
品開
例は
数
万

と
あ
る、

法
筆
義
疏
長
保
点
も
玄
賛
古
点
も
そ
う
で
あ
る
の
に
、

こ
れ
が
孤
例

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

玄
賛
の
は
中
田
博
士
の
訳
文
篤
で
は
「
依
戸
り
て)

の

故に
(
な
り)」
と
訓ま
れ 、
義
疏の一
例は
「の」
点が
不
明
剛院で
「
釈
す
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る
〔
之
〕

中
に
」

と
訓
ま
れ、

他
は
「
経
の
之
を
数
フ
(
る)

法
」

と
訓
ま
れ

る
。

動
詞
の
連
体
形
語
尾
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
点
で
も
確
か
さ
を
欠
く。

後

続
点
本
に
例
を
見
ず、

こ
の
よ
う
な
訓
の
発
生
の
理
由
も
解
け
な
レ
。

ま
た
誤

点
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
「
ノ
」

の
用
法
の
発
生

は、

私
は、

中
世
以
後
新
訓
法
が
漢
文
の
置
字
「
之
」

ま
で
落
さ
ず
訓
ん
で
破

格
訓
法
を
作
っ
た、

そ
の
折
の
一

で
あ
ろ
う
と
見
た
が

如
何
で
あ
ろ
う。
(
小

林
「
花
を
見
る
の
記
」
の
言
い
方
の
成
立
追
考」

文
学
論
議
は
号) 。

川
「
7

キ

ハねが》

ク
ホ
シ
」

の
例(=一六七
ぺ)
と
さ
れ
た
の
は、
目。八
ベ
の
「
聞
か7
ク
欲
は
し
と

〈ねがは》

ま
う
す
」

に
な
ら
っ
て
「
得
7
ク
欲
(
し)

キ
」

と
補
読
し
た
い
。

訓
点に
は

「
7
ク
欲
す
」

は
あ
っ
て
も
「
マ
ク
ホ
シ
」

は
な
い
常
識
を
こ
の
一

例
で
破
る

こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
る
か
ら
で
あ
る
。

同
用
例
の
訓
読
文
に
つ
い
て
。

本
書
の
登
富
な
例
文
は
関
係
箇
処
と
は
別
の

部
分
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で

二一一一口。

的
同
じ
例
文
が
二
箇
処

に
掲
げ
ら
れ
る
際、

両
者
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
一ニ
九
九
ベ

(一
一
一
)

と
目
。一
ベ

(
四
九) 、
空一六
ペ

こ
七)

と
回
呈
ベ

二
二
三) 、

昌ニ
ベ
(一

O
二)
と
田
容
ペ

こ
三
二
)。

又
私
の
調
査
し
た
の
と
異
な
る
も
の
が
あ
る。
四
回=一
ベ
(
一

O
五)

「

応三(
し)

不
可
説一
な
る

」
は
私
の
ノ
!
卜

に
は
「
空
名
も

応
と
い
ふ

不
可
説
し

(
訓)実(

も)
不
可
説

武一
」

と
あ
る
。

「
応」
に
は

「
と
い
ふ
」

の
ヲ
コ

ト
点
が
あ

り、
「
説
」

に
は
「
な

る
」

の
点
は

な

く、
「
し
」
(「
て
」

に
近
い
位
置)
が

あ
り

下
の
「
不
可
説
せ
む
」

に
反
点
が
あ
る
か
ら、

上
の
「
不
可
説
L
」

は「
せ

む
」

に
応
ず
る
中
止
形
で
あ
ろ
う。

昌一
ベ

(
八
七)
「
不
レ
成(
せ)
」

の
「
不
」

に
は
「
し
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
認
め
ら
れ
た
。

塁
。
ぺ
(
一

五一
一
)
「
無
同
立
=《っ
き

:

己

g
宗
、」
は
「
己
」
に
「
ガ
」
の
ヲ
コ
卜
点、
「
無
(
原
本
「
元」)
」

に
「
キ
」

の
外
に
「
と
」

が
あ
る
。

こ
の
「
と
」

は
前
の
「
頒
日
」

の
結
び
で
「
イ
フ
」

を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
一

六一
二)

の
「
捨
ツ
ル
」

も
「
頒
日
」

の
結
び
で
同

じ
く
「
と
」

の
ヲ
コ
卜
点
が
あ
る
が
見
十治
さ
れ
た
。

里
四
ペ

(
一

七
八)

「
不
レ

な
り
自
立
E〉
」

の
「
不
」

に
も
同
じ
く
「
と
」

の
点
が
あ
る
。

な
お
「
な
り
ぬ
」

の
ヲ
コ
ト
「
+
」

の
符
号
は
な
く、

右
中
に

「
フ
」
(
あ
ら
む
・

な
ら
む)

が

あ
る
。

こ
の
例
の
上
の
「
除
し
ぬ
れ」
の
「
ぬ
」

の
ヲ
コ
卜
点
は
見
当
ら
な
い
。

(一
六
二)
「
と
い
ふ
」

脱、
以
下
承
和
点
に
つ
い
て
は
省
略。

百
論
天
安
点
で

も、
四七
八
ベ
(六
六)
「
智
の
み
ヤ

増
長
す
る

爾
く
す
ヤ」
は
私
の
ノ
l
トに

は

「
の
み
」

は
仮
名、
「
す
る
」

は
「(
ぬ)

る
」、

結
び
に
「
と
い
ふ
」

が
あ
る
。

他
省
略。

同
「
当
」

に
マ
サ
-一
l
ベ
シ
と
読
ん
だ
例
は
な
い
(
四
七
回
ぺ
)
と
あ
る
が、

私

に
は
「
今
当に
答へ
し」

が
拾
え
た
。
「
へ
シ
」

は
実
字
で
「
可
」
の
略
体
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
四
六
九
ぺ
仮
名
字
体
表
に
加
う
べ
き
で
あ
る
。

実
字
訓
「
時
ハ
」

も
加

え
たい
。
「
等
」

に
付
訓
し
た
も
の
は
な
い
(回
完
ペ
)
と
あ
る
が、
「
如倉
固定の
等 は

皆
是 レ
深
浄の
法なり」
が
あ
っ
た 。
「
右
外
の
星
点
は
並
列
助
詞
卜

」
(回二二
ぺ
)
の

外
に
(
一

O
O)

の
「
と
」

の
よ
う
に
格
助
詞
に
も
用
い
て
い
る
。

右
の
こ
と
は
解
読
の
難
し
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

仮
名
文
学
で
も
同
様

な
こ
と
は
皆
無
で
は
な
い
。

要
は
4t
貌
を
示
し
て
善
本
を
公
に
す
る
こ
と
の
要

が
痛
感
さ
れ
る
。

重
要
資
料
で
あ
れば、
一

点
本に
二
通
り一一一

通
り
の
解
読
文

が
あ
っ
て
も
ま
た、

和
文
に
比
べ
れ
ば
多
い
と
は
言
え
ま
い
。

語
の
清
濁
を
本

書
が
「
話
集
」

で
諸
処
名
義
抄
を
ひ
い
て
注
意
さ
れ
る
か
ら
に
は
「
ウ
ル
ホ
シ

ソ
ソ
刺
ズ
(八一
六
ぺ
)
」
「
を
こ
寸
り
(八
日一
ペ
)
」
「
ク
ハ

列
ツ
(
八
口一
ぺ

こ

な
ど

ま
で
底
徹
さ
せ
た
い
。

仮
名
遣
の
例
文
中、
「
ツ
ル
ベ
」
「
ア
ブ
ラ
サ
シ
」

な
ど

濁
音
表
示
の
仮
名
ま
で
挙
げ
る
の
は
ど
う
か
。

又
「
イ
ヌ
キ
」
(=一
会
豆、
)

は
名

義
抄
・
{
子
鏡
に
見
え
て
い
る
。

同一淳
祐
関
係三
資
料の
比
較
考
証の
論
拠に
用い
た
六
点(七一九ペ)
は
本
警

の
著
者
と
し
て
は
十
分
に
証
明
さ
れ
て
な
い
感
が
あ
る
。

こ
の
事
実
に
は
広
く
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訓
読
語の
変
遷 、
資
料
別
考
察が
な
さ
れ
た
上で
論
拠た
り
う
る
が 、
その
よ

う
な
手
続が
行
わ
れて
い
ない 。
「及
をオヨ
ピ
と
読
むこ
と
は
初
期に
すで

に
例
が
あ
る」
と
は 、
本
書の
「
及」
の
関
係ぺ
l
y
を
見て
も
見
当
ら
な
レ 。

管
見に
も
入
ら
なレ
(
小
林
「
及
字
の
訓
読」
言
語
と
文
芸
4
号) 。
「
於」
の

「-一
オ
イ
テ」
は
平
安
朝
全
期
を
通じ
て
広
く

用
ゐ
ら
れ
た
とい
うの
は 、
平

安
初
期の
「ニ
シ
テ」
の
ヲコ
ト

点
を
「ニ
オ
イ
テ」
と
よ
ま
れ
た
上で
の
誤

解で
あ
る 。
仮
名
書
例で
は
初
期に
は
「ニ」
「ヲ」
「ノ
ウへ
ニ」
「ニ
シ
テ」

の
み
で
あ
る
か
ら 、
空一0・四三・四九七
ベ
の
ヲコ
卜

点
図の
「オ
キ
テ」
は
再
考

の
要が
あ
る 。
管
見で
は
「
オ
イ
テ」
の
早い
例は
平
安
中
期の
玄
賛
古
点で

あ
る 。
イ
音
使か
ら
見て
も
後の
成
立で
あ
ろ
う 。

平
安
初
期に
「
於」
を

ウヘ

「
ウへ-
こ
と
訓ん
だ
確
例 、
地
蔵
十
輸
経
元
康
点の
「六
根の
於に」
をか

つ
て
指
摘し
「
於」
の
訓の
消
長
を
述べ
た
(「
古
点の
況
字
続
詔」
東
洋
大

学
紀
要
ロ
昭
和
三
十
三
年
二
月)
こ
と
を
参
照い
た
だ
け
れば
幸で
あ
る 。
著

者と
し
て
証
明
不
十
分の
論
拠に
よっ
た
箇
処は
他に
も
見
受
け
ら
れ
る 。

論の
創
説か 、
再
説か
を
論
うこ
と
は 、
し
か
し
訓
読
語
研
究の
現
状で
は

問
題で
は
あ
る
まい 。
む
し
ろ
相
教え
ら
れ 、
相
補い
良
き
発
達に
資すぺ
く

訓 読 語 研 究 史から見た「訓 点 語の研究」

〔
付
1〕

努
力
すべ
きで
あ
ろ
う 。

「
今
口
の
訓
読
語
研
究は
万
葉
集
研
究に
喰
え
れば

近
世
初
期こ
ろ
だ」
とい
う
さ
る
人の
言は 、
和
語に
お
け
る
靴作
言
集
党の
よ

う
な
訓
読
議
集
集が
や
が
て
作
ら
れる
で
あ
ろ
う
こ
と 、
言
語の
歴
史
的
変
遷

の
見
地
を
導
き入
れて
和
文
を
主と
す
る
同
語
史
を
記
述し
た
よ
う

に
訓
読
語

の
史
的
変
遷
も
近レ
将
来に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
うこ
と 、
第三に 、
今日
ま

で
に
和
文の
善
本
が
総
索
引の
公
刊と
一

緒に
公
共
財
産に
な
りつ
つ
ある
よ

うに 、
何よ
り
も
訓
点
資
料
の
正確
な
解
説
文とい
う
善本
の
多
量
提
供が
将

来な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 、
と
い
う

意
味に
お
い
て 、
か
の
す
言に
同
感
を
覚
え

る
の
で
あ
る 。

以
上の
妄
評のき
品叶
も
ま
た
健
全な
訓読
語
研
究の
将
来
を
思
う

余
りの

遊

り
で
ある
と
許
さ
れ
たい 。
む
し
ろ
先
走っ
た
た
め
の
や
ぶ
に
ら
み
の
評で
あ

っ
た
こ
と
を
改め
て
反
省
す
る 。
本
書に
お
け
る
著
者の
長
年の
労に
よっ
て

集め
ら
れ
た
笠
宮な
例と
解
釈に
基づ
く
多
くの

新
事
実は 、
国
語
史に
寄
与

す
る
所
大
き
く 、
所
期の
成
果
を
収め
て
い
るこ
と
を
繰
返
し
強
調
し
たい 。

(
付
記 、
正
誤
表
を
希
ま
れ
る
方
は
書
庖
(
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

一
の
三
四 、
風
間
書
房)
か
ま

た
は
著
者
へ
御
連
絡
下
さ
い)

「
訓
点垣間の
研
究」
所
収
論
文
目
録

O
評
者
の
作
成
原
稿
に
著
者
が
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
既
発
表
原
稿
も
新
た
に
加
筆
や
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い 。

〔第一
部〕

反
点の
発
達

仮
名と
ヲコ
ト

点と
の
交
渉

昭
和
四

年
6

月

昭
和
白

年
日

月

昭
和
お

年
1

月

昭
和
初

年
叩

月

ア・
ハ
・

ャ・
ワ
四
行の
混
同

二つ
の
イ
音
便

ム・
モ
の
相
通

書
下
し

国
語
国
文
七
巻
六
号
「
地
蔵
十
品開
経
元
度
点
拾
遺」

国
語
学
会
中・
四
国
支
部
研
究
発
表
会
(
口
述)

国
語
国
文
二
十
七
巻一
号
「
同
題」

訓
点
語
と
訓
点
資
料
五
輯
(「
お
く

ら
さ
考」) 、

書
下
し

書
下
し

大
部
分
書
下
し
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平
安
初
期の
訓
点
語に
伝へ
ら
れ
た
上
代の
文
法

訓
点
語の
禁
止
表
現
法

ト
イフハ・
ト

イハ・
トハ

につ
い
て

「
蹴」
の
古
活
用

「
都・
曽」

訓
点垣間で
「
等」
をず
ト

シ
と
読
む
場
合

「
如」
の
訓二つ

訓
点誇の
敬
語

訓
点
語の
擬
声
語

「
不
肯」
の
古
訓

山

振

うつ
ら
うつ
ら
考

い
くひ
さ
さ
汚

〔第二
部〕

岩
淵
本
願
経
四
分
律
古
点

山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点

大
東
急
記
念
文
庫
本
大
乗
広百
論
釈
論
承
和
点

大
東
急
記
念
文
庫
本
百
論
天
安
点

東
大
寺本
金
剛
般
若
経
賛
述
仁
和
点

石
山
寺
本
蘇
悉
地
潟
羅
経
略
疏
寛
平
点

石
山
寺本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点

石
山
寺
本
弁
中
辺
論
延
長
点

石
山
寺
本
蘇
悉
地
鶏
縫
経
略
疏
天
麿
点

石
山
寺
本
法
議
議
疏
長
保
点

昭
和
田

年
5

月

昭
和
田

年
日

月

昭
和
凶

年
9

月

昭
和
泊

年
2

月

昭
和
お

年
叩

月

昭
和
叩

年
7

月

昭
和
泊

年
目

月

昭
和
お

年
2

月

昭
和
お

年
3

月

昭
和
初

年
叩

月

昭
和
白

年
叩

月

昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和
3533 343131 

年年年年年
2 1168 6 

月 月 月 月 月

昭
和
初

年
目

月

昭
和
担

年
4

月

昭 昭 昭
和 和 和
332829 

年年年
23 3 

月 月月

昭
和
弘

年
3

月

語
文
研
究
十
号
(「
平
安
初
期
の
訓
点
語
に
用
ゐ
ら
れ
た
ス
ラ
と
ダ-
こ)

国
語
学
会
中・
四
国
支
部
研
究
発
表
会
(
口
述)

国
語
国
文
五
巻
十
号
「
禁
止
表
現
法
史」
(
抄
出
の
上
加
筆)

国
語
国
文
二
十
八
巻
二
号
「
問
題」

国
語
学
会
東
京
(
口
述)
(
要
旨
国
語
学
紛)

国
語
国
文
五
巻
七
号
「
都
曽
訓
義
考
|

特
に
「
カ
ツ
テ」
と
訓
む
場
合
に
つ
い

て
ll」

訓
点
語
と
訓
点
資
料
十
輯
「
問
題」 、
(
第
沼
包
訓
点
語
学
会
で
口
述)

十
三
H

「
同
題」 、
(
第
五
回
訓
点
語
学
会
で
口
述)

書
下
し

書
下
し

国
語
学
位
集
「
問
題」 、
(
国
語
学
会
東
京
で
口
述)

書
下
し

万
葉
げ
「
問
題」

万
葉
幻
「
問
題」 、
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(
第
三
回
訓
点
語
学
会
で
口
述)

書
下
し

国
語
国
文
二
十
五
巻
六
号
「
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
試世田」

訓
点
語
と
訓
点
資
料
七
絹
「
山
岡
本
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
古
点」

国
語
学
的山
集
「
問
題」

国
語
国
文
二
十
七
巻
十一
号
「
問
題」

島
根
大
学
関
学
記
念
論
文
集

書
下
し

訓
点
語
と
訓
点
資
料
五
絹
(
巻
三)
「
石
山
寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
第
三
の

訓
点」

六
輯
(
巻
六)
「
石
山
寺
旧
蔵
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
第
六

の
訓
点」
(
ニ
慌
を
ま
と
め
て
書
改
め)

書
下
し

島
根
大
学
論
集
人
文
科
学
紀
要
因
号
「
問
題」

M

三
号
「
石
山
寺
本
法
華
義
疏
の
訓
点」

H

八
号
「 一再
び
石
山
寺
木
法
華
義
疏
の
訓
点
に
つ

い
て
(
上)

九
号
「
同

右
(
下)」



〔
付
2〕

「
訓
点
語
の
研
究」

所
拠
点
本
一

覧

①
本
文
中 、
他
説
よ
り
引
用
さ
れ
た
も
の
は
除
く 。

②
太
字
は 、
第
二
部
で
そ
れ
を
主
と
し
て
紹
介
し
た

初
のベ
l
ジ 。

③
数
字
はペ
ー

ジ
数 。
同ペ
i

ジ
に
一再
出
す
る
も
の

は
重
複
し
て一示
さ
な
い 。

〔
平
安
初
期〕

一
挙
厳
刊
定
記

東
大
寺
調
調
文
稿

願
続
四
分
律
古
点
(
小
川
本)

qu
QM
 

7
0
7
2
6
7
9
1
4
5
6
3
6
0
5
2
1
 

1
1
7
8
8
8
9
9
9
9
0
0
1
0
4
9
 

・1
内4
n4
q'旬
。tM
勺G
qL
q'u
。u
qd
qu
A句
ηd
勺a

au
'A
q4
qu
A叶
pb
au
qJW
OO
A噌
FO
FO
巧，
。。
にJv
nu
-L
au
凋噌
QM
qJV
AM屯
1ゐ

'A
I
l
-
-
1
3
3
6
8
0
0
0
1ム
2
2
2
3
3
4
4
5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

2
3
7
1
1
4
0
5
0
3
4
7
8
7
4
1
6
3
4
5
4
1
 

5
5
5
0
2
2
6

g
9
9
9
9
9
0
4
5
9
0
$
7
8
0
 

'i
τA
'A
η4
内4
9“
n4
勺ん
ヲ旬
qL
n4
勺ゐ
勺6
qd
qu
令u
qU
AM-
AE2
4常
AM1
ao

oυ
'ム
民υ
pb
FO
。6
9d
Fb
F0
03
Ru
pb
F0
2&
Fb
氏U
句la
qω
pb
au
qd
内F
AU官

、』
'A
2A
'A
qL
RU
RU
RU
Fb
民d
勾'
au
宛U
。，H
au
au
Q4
QM
QM
Gd
nυ
nu
。，“

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
 

'a
F0
 

5
5
 

烹日W
RU

'ι
。L
Pb
FO
pb
qd
au
nU
9'-
po
nU
尽d
'A
qL
9J
RU
凋崎
町J

1
1
0
0
1
2
2
3
5
9
1
2
5
5
5
5
6
割

1
1
1
1
1
1
1
2
3
3
3
3
3
3
3
6
 

金
光
明
最
勝
王
経
古
点
(
西
大
寺
本)

8
M
認
可
制
筋
は
お
幻
ω
ω
ω
ω
均一肌
ω
m
m
ω

1
1
1
1
1
2
2
2
2
4
6
8
8
 

成
笑
論
天
長
点

6
口
回

目立
d

mZ
ω
ω
均
一回
一山
町品

川話
一回
目

一部
E

Z

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

nu
qd
RU
FO
勺'
nu
にd
dM1
Qd
QM
ヲu
qU
FO
RU
司A
ワ&
qU
FO
QU
03
9b
にυ
ヴ，

AM官
民U
FO
Rd
Rd
pb
弓，
QU
ヴ'
oo
Qd
Qd
EA
1&
ηJh
q4
9L
η心
。o
n4
qu
ζd
O0

2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

qu
au
au
勾t
qd
au
---
Aυ
'A

0
1
2
5
5
1
3
0
1
 

5
FD
Fb
RU
例。
勾'
η，
。o
oo

EMm
b邑
引ω
LE
υヒ
日叶

呈主
μ時
戸
ヒ
草乞
ト仁
口、

6
7
8
1
2
7
0
3
5
9
5
6
8
4
5
6
7
8
0
8
6
8
8

6MH
42
ιw
dz
￥ノ
町明
与耳
由明
司
手駐
出口
砲の

1
1
3
3
3
4
4
0
0
1
2
2
3
3
3
3
3
5
5
6
6
1

i
i
;

i

i
J
i
l

i

l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

古
点

川昌
一出
%
ω
句
幻
一四
回

目話
回
引

のL
つ'U
9-
っ'u
qJv
qd
qυ
内O
A-
A岨a
AM1
d崎
句f

6
内匂弓'
'A
qr
tb
7
Qd
内d
。o
q
zD
od
o
--4
qO
4
pb
nb
oo
n汐
qu
7

1
1
3
3
3
3
3
4
0
0
1
1
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

印
臼
坊
切
泊
目
印
間四
日
ω
切
臼
M
切
印
釘
ω
ω
辺
町田
佃m
m
m出

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
 

ω
川明
mw
m咽
ロ
門M
M目
印
刷倒
閉山
部

3
3
3
3
3
3
3
4
4
5
7
 

7
nb
O4
0d
司ム
Qu
oo
'且
バ噌
nu
ヮ，
Au
'A
nU
屯L
Pb
'A
A噌
必崎
信υ

1
2
1
2
9
1
2
2
4
5
6
6
7
7
7
8
$
0
2
 

'A
3A
'A
q'u
qL
n4
フ-
フ“
。ゐ
ヲ-
今6
qL
n4
9'u
qd
内恥V
Fhu

、
o
'A
9u
qdp
b-
r
nu
氏U
ヲ'
nu
。tu
aUF
a
au
Qu
nq
QU
氏u
oo
--
nb
AU唱
つ帽

司i
ta
--
3a
，ょ
qu
qu
qd
A-τ
nu
ハU
-i
l
--
4
Fb
nv
I
Fb
Qu
nu
Q》

1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
3
3
 

3
W
8
2
4
5
6
7
8
9
2
1
4
3
8
7

2
1A 

Qd
ou
--
q4
96
η4
勺6
q&
qL
内4
9d
oo
au
nu
'L
Fb
nu
。d

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
6
7

 

岩
淵
本)

(
麻
生
文
庫
本)

司11 読 語 研 究 史 か ら 見 た 「 司11 点 語 の 研 究」

妙
法
蓮
華
経
古
点
(
山
田
本

取
伽
師
地
論
十U
点
(
石
山
寺)

大
予 、
掌
珍
論
承
和
・
嘉
祥
占一

(
根
津
本)

大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
点

6
7
2
3
nu
nu
qω
5
ヮ，
。
。ゐ
Fb
'A
。，u
qe
4
au
内b
nb
句'
OO
弓'
nv

tA
'ム
'A
令Ju
qu
qu
qu
d--
nυ
AU
qu
qu
qd
A崎Z
RU
FO
η'
々'
'A
pb
po

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
 

1
5

4
2
3
6
7
9
2
4
0
3
1
 

6
8
0
9
9
9
1
7
0
0
2
Z
3
 

2
2
3
3
3
3
4
4
6
6
6
6
7
 

au
ηt
a-
nu
qu
巧，
A噌
。。
nヨ
ハu
pb
η'
oo
ng
nυ
内d
c。
7・
'ι
cu
n習
8怜
勾，

2
3
3
5
9
0
0
1
1
1
1
1
2
2
2
2
3
3
3
4
4
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l

 

'A
今L
qd
du
ZO
FO
OO
Qv
nu
mb

aU
03
00
2A
a告
にu
qu
nu
'A
4句
FO
--
FU

RU
戸b
RU
RU
FO
Rd
FU
Fb
au
勾'
OD
nu
-ι
q6
ワ旬
。，w
qu
A噌
Fb
Fb
FD
au
au

'A
'i
'A
T--
'A
唱ム
司1・
'A
'A
'A
胃A
の4
η'u
q4
η'u
q4
内4
q6
9ゐ
qL
η4
。'u
η4

9
4
7

8
2
3
5

3
4
5
7
1
1
7
8

2
7
 

。o
nυ
nu
nυ
'a
'A
d噌
nv
qe
FO
Rd
円，
aU
Qu
'A
nu
nυ

2
3
3
3
3
3
3
4
4
4
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